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講習会概要

◎電子顕微鏡で何がどう見えるの か

1 . 透過電子顛微鏡の構造
･ 電子銃, 電子 レンズ､ 可動および固定絞り､ 蛍光板 ( 観察室) , カメラ

･ 高圧発生タンク､ 真空ポンプ ( ロ
ー

タリ
ー ポンプ､ 油拡散ポンプ､

タ
ー ボ分子ポンプ､ イオ ンポンプ)

･ 制御部分 (空圧バルブ制御､ レンズ電流制札 電子 ビ
ー

ム制札 水冷制御)

2 . 極微の世界が見えるわけ
･ 光に代わ っ て ､ 電子で見る ｡

･ 電子が透過した物質の影絵を見て いる ｡
･ 見たい物の厚さは､ 厚くて も数1 0 0 n m まで ｡

･ 影がで きない もの は見えない ( 影だけで も見えない) ｡

･ 電 子密度が高い ､ 又は元素番号の大きい もの は､ 濃い影になる｡

3 . T E M 操作の手願概略 ( スイッ チオンから写真撮影まで)

①E V A C 電源O N ( H
- 9 0 0 0 は連続運転のため､ 常時O N )

Q X : O L U M N 電源O N

③試料をセ ッ ト

④加速電圧を印加

⑤フィ ラメン トを点灯

⑥電子光学的軸の調整
･ 確認

⑦観察 ･ 写真撮影

◎格子像を見て みる ｡

4 . 格子像とは ?

5 . 実際の格子像は こんなふう に見える !
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講習会資料

◎電気系
･ 高圧系
･ レ ンズ系

◎排気系
･ 真空系
･ 空圧系

◎水冷系

帥 レ ンズ茶[
- :
' ･
:

二

捻4 レンズ黒

め::E

排気系統図
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(》本体

②高圧トラン ス
⑳エ ア コ ンプレ ッ サ
④油回転ポン プ

⑤冷却水循項装置

⑥排気系t 讃
(》直流七井

⑧屯源ス タビライザ

各層 撤鏡の 比較



結晶格子像

結晶質試料の ある格子面が回折条件を満たして 回折を起こ した場合､ その格子面
の面間隔が大きい と回折角は小さくなり ､ 通 常の大きさ の 対物レンズ絞 りの中に透

過波と回折波がともに通過する よう にな る｡ また , 面 間隔が小さ い 場合には絞りを

大きくすれば両者が絞りの 中に入 る よう になる ｡ こ の 透過波も回折改もともに平面

波に近 い もの と考えられ ､ 平面波どうしが
一

定 の角度で 重な る こ と になる の で , 一

定間隔の しま状の コ ン トラス トが で きる ｡ そ の しま間隔 はもと の 面間隔と同じで あ

り ､ 電子顕微鏡の蛍光板上にiま面間隔に相当するしま模様の拡大像が得られ る(下 の

写真) ｡ こ の しまを通常, 格子 じまある い は格子像と よぶ ｡ こ の格子像の しま間 隔は

結晶学的に確立された間隔をも っ て い るか ら, 電子範微鏡の超高倍率観察にお ける

倍率の校正 に使用 で き､ 串た電子顕微鏡の解像力の判定にも使用される ｡

以上は結晶格子像の解説で あるが , 結晶格子像の 一 種で ､ 結晶を構成す る原子の

配列 ､ すなわち結晶構造が二 次元的に詳細に映像されたもの を結晶構造像とい う ｡
これは結晶 の軸を電子顕微鏡の光軸に正 しく 一 致させ たと きに観察で きる もの で ､

Ⅹ 繰回折から解析された結晶構造 に極めて 近 い 像が得られ る ｡ こ の 手法を利用すれ

ば, 物質の 構造や微小欠陥などを原子レベ ルで直接観察で き , 非常 に多く の情報が

得られる ｡ したが っ て ､ 試 料に格子欠陥がある か ､ 界面が原 子レ ベル で平坦で ある

かなどの 定性的情報はただちに得る ことが可能で ある ｡

この よう に今日で は, 電子顕微鏡の究極 の 目標で ある ｢庶子像の世界｣ に到達 し

て おり, 原子レベ ルの構造を直接観察で きる唯
一 の手段として , 科学技術の広い分

野で ､ その 発展に大きく寄与して い る｡

J 入 M 子 l

0) 捕追使

( a)格子像と(b) 構造偉の電子線経路と対物較t) の関係
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金の結晶格子像



講習会風景
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